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渋　　沢　　賞

S.50. 1. 7

　　新年おめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げま
す。

◎　世界にノーベル賞があるように、電気界には渋沢賞があります。
渋沢賞は電気界の大御所、渋沢元治博士が文化功労者として表彰
せられたご栄誉を記念するため昭和３１年設定されたもので、電
気保安について有効な機械器具、施設などを発明工夫し、その有
効性が実証された者、および電気保安一般について顕著な功績の
あった者に対し、日本電気協会（渋沢委員会）が表彰するものです。

◎　第１９回渋沢賞は去る１１月２２日に２１名と４グループが受
賞しました。その１人がネグロス電工社長菅谷政夫で、日本電設
工業協会の推薦によるものです。

◎　戦後、飛躍的発展をとげた建設分野で、電気設備工事を行う場合、
安全、容易、確実に施工し得る資材が電気保安上必要となり、「ア
ングラック」「パイラック」「ＦＶラック」など、造営材に穴明け、
溶接を要しない電線管、ケーブルなどの支持金具を開発し、良好、
確実な施工に寄与した、という業績が受賞の対象となりました。

◎　今回の受賞は菅谷政夫個人の名誉でもありますが、ネグロス電
工の名誉でもあります。また、つね日ごろ、いろいろの助言をい
ただき、ネグロス製品を愛用され、「電設業界の必需品
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げて下さった皆様全員の受賞
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だと思っております。
◎　授賞式の渋沢博士のメッセージの中に「漏電火災や感電死を幾

度か見聞して、電気保安の必要を痛感した。電気工作物技術基準
を整備し、これを実行することが保安
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である。」と述べております。
◎　ネグロス電工全員、今後ますます安全確実な製品の開発改良に

心掛け、名誉ある受賞と、皆様のご期待にそむかぬよう頑張ります。
　皆様のご指導とご援助をお願いいたします。 （Ｒ．Ｓ）
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